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But grow in the grace and knowledge of our Lord and Savior 
Jesus Christ. To him be glory both now and forever! Amen.   II 
Peter 3:18

礼拝メッセージフィードバック

L T G　ガイド

  
＜今日の聖書箇所は…＞

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望①神のみこころは？（信仰のあり方、希望
の約束、愛の満たしなど）の約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願②どんな思いになりましたか？（感情や願
いなど）　いなど）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたの③生き方にどう適用しますか？（あなたの
どの部分を主は扱おうとしておられますどの部分を主は扱おうとしておられます
か）か）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

①祈り、賛美によって主がここにい
　てくださることを信じ、聖霊様を
　あがめます。　　
②互いの存在を感謝し、尊敬すると
　ころを分かち合いましょう。
③ディボーションの分かち合いをし
　ます。
④セルの目的と働きについてみなで
　共有して、祈り、遣わされて行き
　ましょう。

家族礼拝ガイド
  年長のクリスチャンがリードしてく

ださい。進め方にはいろいろな意見が

出るかもしれませんが、「主に期待す

る」信仰が最も大切です。 いつもの家

族のでいいのです。 　
①この１週間で神様はすばらしいと
　感じたのはどんなこと？
②この１週間でお互いにどんなこと
　を感謝しますか？（または誉めた
　いですか？）１つだけ。
③聖書のみことばから、どんな実践
　をして、またどんな恵みがありま
　したか？　　
④互いの必要のために祈りましょう。

①お互いへの感謝と誉めることを分
かち合いましょう。（２～３つ）

② 1 週間の罪を言い表して悔い改め、
互いに祈りましょう。

③礼拝メッセージの分かち合いをし
ます。
  礼拝メッセージの分かち合いが難
しい場合はディボーションの分かち
合い（なるべく短く）　　　

④預言の祈り（主の御心を宣言して
祈り）をします。　

セル　ガイド



　2:12 私は振り返って、知恵と狂気と愚かさ
を見た。そもそも、王の跡を継ぐ者も、すで
になされたことをするにすぎない。
2:13 私は見た。光が闇にまさっているように、
知恵は愚かさにまさっていることを。
2:14 知恵のある者は頭に目があるが、愚かな
者は闇の中を歩く。しかし私は、すべての者
が同じ結末に行き着くことを知った。
2:15 私は心の中で言った。「私も愚かな者と
同じ結末に行き着くのなら、なぜ、私は並外
れて知恵ある者であったのか。」私は心の中
で言った。「これもまた空しい」と。
2:16 事実、知恵のある者も愚かな者も、いつ
までも記憶されることはない。日がたつと、
一切は忘れられてしまう。なぜ、知恵のある
者は愚かな者とともに死ぬのか。
2:17 私は生きていることを憎んだ。日の下で
行われるわざは、私にとってはわざわいだか
らだ。確かに、すべては空しく、風を追うよ
うなものだ。
2:18 私は、日の下で骨折った一切の労苦を憎
んだ。跡を継ぐ者のために、それを残さなけ
ればならないからである。
2:19 その者が知恵のある者か愚か者か、だれ
が知るだろうか。しかも、私が日の下で骨折
り、知恵を使って行ったすべての労苦を、そ
の者が支配するようになるのだ。これもまた
空しい。
2:20 私は、日の下で骨折った一切の労苦を見
回して、絶望した。
2:21 なぜなら、どんなに人が知恵と知識と才
能をもって労苦しても、何の労苦もしなかっ
た者に、自分が受けた分を譲らなければなら

ないからだ。これもまた空しく、大いに悪
しきことだ。
2:22 実に、日の下で骨折った一切の労苦と
思い煩いは、人にとって何なのだろう。
2:23 その一生の間、その営みには悲痛と苛
立ちがあり、その心は夜も休まらない。こ
れもまた空しい。
2:24 人には、食べたり飲んだりして、自分
の労苦に満足を見出すことよりほかに、何
も良いことがない。そのようにすることも
また、神の御手によることであると分かっ
た。
2:25 実に、神から離れて、だれが食べ、だ
れが楽しむことができるだろうか。
2:26 なぜなら神は、ご自分が良しとする人
には知恵と知識と喜びを与え、罪人には、
神が良しとする人に渡すために、集めて蓄
える仕事を与えられるからだ。これもまた
空しく、風を追うようなものだ。 

　　

　「愚かな者と同じ結末に行き着くのなら、それ　「愚かな者と同じ結末に行き着くのなら、それ
では私の知恵は何の益になろうか。」というのはでは私の知恵は何の益になろうか。」というのは、、
神を認めない人々が陥りやすい詭弁です。どうせ神を認めない人々が陥りやすい詭弁です。どうせ
死んでなくなるなら、楽しくおかしく生きればい死んでなくなるなら、楽しくおかしく生きればい
いという人も少なからずいますが、それはサタンいという人も少なからずいますが、それはサタン
の罠です。人に生きる望みや、生きる意味や、命の罠です。人に生きる望みや、生きる意味や、命
の尊さまで感じなくさせるものなのです。著者はの尊さまで感じなくさせるものなのです。著者は、、
労苦に意味を見出せなくなり、「絶望した。」と労苦に意味を見出せなくなり、「絶望した。」と
まで言っています。神の存在を認めることがサタまで言っています。神の存在を認めることがサタ
ンの「絶望」から抜け出す一歩です。ンの「絶望」から抜け出す一歩です。
　誰もが学生時代は学び、またその後はと労苦し　誰もが学生時代は学び、またその後はと労苦し
て人生を過ごしますが、自分が学ぶ知恵と労苦にて人生を過ごしますが、自分が学ぶ知恵と労苦に
「絶望」しては、本当の喜びの人生を送れるはず「絶望」しては、本当の喜びの人生を送れるはず
がありません。これもまた神がいなければ…といがありません。これもまた神がいなければ…とい
う前提に立っているための絶望です。すべての根う前提に立っているための絶望です。すべての根
源でありまた解決である神を、存在するのに存在源でありまた解決である神を、存在するのに存在
しないという虚偽の上に作り上げた人生観は、当しないという虚偽の上に作り上げた人生観は、当

然絶望に至るのです。然絶望に至るのです。
　主である神様の存在をいつも思いながら生　主である神様の存在をいつも思いながら生
きましょう。そして決断し、前進しましょうきましょう。そして決断し、前進しましょう。。
主の存在を知っていることに感謝しましょう主の存在を知っていることに感謝しましょう。。
決して絶望することのない人生を、神様から決して絶望することのない人生を、神様から
与えられていることに感謝しましょう。与えられていることに感謝しましょう。
　　
①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　１２日　月曜

　伝道者の書



　3:1 すべてのことには定まった時期があり、
天の下のすべての営みに時がある。
3:2 生まれるのに時があり、死ぬのに時があ
る。植えるのに時があり、植えた物を抜くの
に時がある。
3:3 殺すのに時があり、癒やすのに時がある。
崩すのに時があり、建てるのに時がある。
3:4 泣くのに時があり、笑うのに時がある。
嘆くのに時があり、踊るのに時がある。
3:5 石を投げ捨てるのに時があり、石を集め
るのに時がある。抱擁するのに時があり、抱
擁をやめるのに時がある。
3:6 求めるのに時があり、あきらめるのに時
がある。保つのに時があり、投げ捨てるのに
時がある。
3:7 裂くのに時があり、縫うのに時がある。
黙っているのに時があり、話すのに時がある。
3:8 愛するのに時があり、憎むのに時がある。
戦いの時があり、平和の時がある。
3:9 働く者は労苦して何の益を得るだろうか。
3:10 私は、神が人の子らに従事するようにと
与えられた仕事を見た。
　3:11 神のなさることは、すべて時にかなっ
て美しい。神はまた、人の心に永遠を与えら
れた。しかし人は、神が行うみわざの始まり
から終わりまでを見極めることができない。
3:12 私は知った。人は生きている間に喜び楽
しむほか、何も良いことがないのを。
3:13 また、人がみな食べたり飲んだりして、
すべての労苦の中に幸せを見出すことも、神
の賜物であることを。
3:14 私は、神がなさることはすべて、永遠に
変わらないことを知った。それに何かをつけ

加えることも、それから何かを取り去るこ
ともできない。人が神の御前で恐れるよう
になるため、神はそのようにされたのだ。
3:15 今あることは、すでにあったこと。こ
れからあることも、すでにあったこと。追
い求められてきたことを神はなおも求めら
れる。
　　
　人々が神様の存在を認められない要因としては　人々が神様の存在を認められない要因としては、、
その存在があまりにも偉大なので、人間の五感でその存在があまりにも偉大なので、人間の五感で
は感知できないところにあるでしょう。そしてまは感知できないところにあるでしょう。そしてま
た神の法則性も人間にはわかりづらいものです。た神の法則性も人間にはわかりづらいものです。
しかし、著者は「何事にも定まった時期が」あるしかし、著者は「何事にも定まった時期が」ある
と述べて、神の働かれる時のみわざを暗示していと述べて、神の働かれる時のみわざを暗示してい
ます。人は先の未来を予見することはできませんます。人は先の未来を予見することはできません
から、何をするにも暗中模索の状態ですが、神様から、何をするにも暗中模索の状態ですが、神様
は全てを予見しまた導かれる方なので、「定まっは全てを予見しまた導かれる方なので、「定まっ
た時期」とは、神様の最善のタイミングです。た時期」とは、神様の最善のタイミングです。
　確かに「働く者は労苦して何の益を得よう」と　確かに「働く者は労苦して何の益を得よう」と
言いたくなるほど、むなしく先が見えない人生で言いたくなるほど、むなしく先が見えない人生で
すが、しかし神が存在しておられます。その神様すが、しかし神が存在しておられます。その神様
が私たちに「労苦させる」のです。必ず「時にかが私たちに「労苦させる」のです。必ず「時にか
なって美しい」みわざで、美しい人生にしてくだなって美しい」みわざで、美しい人生にしてくだ
さるのです。さるのです。
　ただし「人は、神が行われるみわざを、初めか　ただし「人は、神が行われるみわざを、初めか
ら終わりまで見きわめることができない」ので、ら終わりまで見きわめることができない」ので、
神への信仰が問われるのです。「見きわめられな神への信仰が問われるのです。「見きわめられな
い」からといって、神を認めなければ「むなしい」からといって、神を認めなければ「むなし
い」人生に「絶望」しなければなりません。一方い」人生に「絶望」しなければなりません。一方
神を認めて信頼するなら、「時にかなっ」た「美神を認めて信頼するなら、「時にかなっ」た「美
しいみわざ」を体験できるのです。しいみわざ」を体験できるのです。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　１３日　火曜

 伝道者の書



　3:16 私はさらに日の下で、さばきの場に不
正があり、正義の場に不正があるのを見た。
3:17 私は心の中で言った。「神は正しい人も
悪しき者もさばく。そこでは、すべての営み
とすべてのわざに、時があるからだ。」
3:18 私は心の中で人の子らについて言った。
「神は彼らを試みて、自分たちが獣にすぎな
いことを、彼らが気づくようにされたの
だ。」
3:19 なぜなら、人の子の結末と獣の結末は同
じ結末だからだ。これも死ねば、あれも死に、
両方とも同じ息を持つ。それでは、人は獣に
まさっているのか。まさってはいない。すべ
ては空しいからだ。
3:20 すべては同じ所に行く。すべてのものは
土のちりから出て、すべてのものは土のちり
に帰る。
3:21 だれが知っているだろうか。人の子らの
霊は上に昇り、獣の霊は地の下に降りて行く
のを。
3:22 私は見た。人が自分のわざを楽しむこと
にまさる幸いはないことを。それが人の受け
る分であるからだ。だれが、これから後に起
こることを人に見せてくれるだろうか。
　　

　　この世のさばきは不正もつきもので、正義と言わこの世のさばきは不正もつきもので、正義と言わ
れるものでさえ、完全に信頼できるものではないのれるものでさえ、完全に信頼できるものではないの
だと著者は言います。スポーツなどでも、不正なだと著者は言います。スポーツなどでも、不正な
ジャッジで努力がだいなしになるという悲劇が生まジャッジで努力がだいなしになるという悲劇が生ま
れることがあります。それが人生であるなら、なんれることがあります。それが人生であるなら、なん
とむなしいことかというのです。とむなしいことかというのです。
　その究極が死です。どんなに良いことをしても、　その究極が死です。どんなに良いことをしても、
人の役に立っても、忍耐の限りを尽くしても、結局人の役に立っても、忍耐の限りを尽くしても、結局
獣のような悪者と同じく死という結末であるなら、獣のような悪者と同じく死という結末であるなら、
それは全く不正なことであり、むなしいことであるそれは全く不正なことであり、むなしいことである

と著者は言うのです。と著者は言うのです。
　もちろん以上のことは、もしも神が存在してい　もちろん以上のことは、もしも神が存在してい
なかったなら…という前提の話です。実際には神なかったなら…という前提の話です。実際には神
様は存在し、その人の人生に報いてくださいます様は存在し、その人の人生に報いてくださいます。。
また不正なさばきに苦しむ人には、助けを与えてまた不正なさばきに苦しむ人には、助けを与えて
くだり回復を与えてくださいます。何よりも不正くだり回復を与えてくださいます。何よりも不正
にでさえ神の遠大なご計画があり、すべてを益ににでさえ神の遠大なご計画があり、すべてを益に
変えてくださるのです。変えてくださるのです。
　そのような主のおられることに感謝しましょう　そのような主のおられることに感謝しましょう。。
不正や不公平の中に悩んでいるなら、その中にも不正や不公平の中に悩んでいるなら、その中にも
遠大なご計画で導かれる主を信頼しましょう。遠大なご計画で導かれる主を信頼しましょう。
　　

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　
　　

　１４日　水曜

　伝道者の書



　4:1 私は再び、日の下で行われる一切の虐
げを見た。見よ、虐げられている者たちの涙
を。しかし、彼らには慰める者がいない。彼
らを虐げる者たちが権力をふるう。しかし、
彼らには慰める者がいない。
4:2 いのちがあって、生きながらえている人
よりは、すでに死んだ死人に、私は祝いを申
し上げる。
4:3 また、この両者よりもっと良いのは、今
までに存在しなかった者、日の下で行われる
悪いわざを見なかった者だ。
4:4 私はまた、あらゆる労苦とあらゆる仕事
の成功を見た。それは人間同士のねたみにす
ぎない。これもまた空しく、風を追うような
ものだ。
4:5 愚かな者は腕組みをし、自分の身を食い
つぶす。
4:6 片手に安らかさを満たすことは、両手に
労苦を満たして風を追うのにまさる。
4:7 私は再び、日の下で空しいことを見た。
4:8 ひとりぼっちで、仲間もなく、子も兄弟
もいない人がいる。それでも彼の一切の労苦
には終わりがなく、その目は富を求めて飽く
ことがない。そして「私はだれのために労苦
し、楽しみもなく自分を犠牲にしているの
か」とも言わない。これもまた空しく、辛い
営みだ。
4:9 二人は一人よりもまさっている。二人の
労苦には、良い報いがあるからだ。
4:10 どちらかが倒れるときには、一人がその
仲間を起こす。倒れても起こしてくれる者の
いないひとりぼっちの人はかわいそうだ。
4:11 また、二人が一緒に寝ると温かくなる。

一人ではどうして温かくなるだろうか。
4:12 一人なら打ち負かされても、二人なら
立ち向かえる。三つ撚りの糸は簡単には切
れない。
4:13 貧しくても知恵のある若者は、忠告を
受け入れなくなった年老いた愚かな王にま
さる。
4:14 そのような若者は、牢獄から出て王に
なる。たとえ、その王国で貧しく生まれた
者であっても。
4:15 私は見た。日の下を歩む生きている者
がみな、王に代わって立つ、後継の若者の
側につくのを。
4:16 その民すべてには終わりがない。彼を
先にして続く人々には。後に来るその者た
ちも、後継の者を喜ばない。これもまた空
しく、風を追うようなものだ。

　　神がいなければ、この世の中では見える現実だ神がいなければ、この世の中では見える現実だ
けが全てで、良い悪いの価値はありません。ですけが全てで、良い悪いの価値はありません。です
からもしも自分がしいたげられていらなら、そこからもしも自分がしいたげられていらなら、そこ
には後の希望を約束するものはなく、またその涙には後の希望を約束するものはなく、またその涙
にも意味がありません。そして実際この世の中ににも意味がありません。そして実際この世の中に
は多くの涙があり、悩みがあるのですから、それは多くの涙があり、悩みがあるのですから、それ
らには意味もな希望もなく、私たちはただ虚しくらには意味もな希望もなく、私たちはただ虚しく
苦しむしかないのです。苦しむしかないのです。
　ですから著者（伝道者）は、「死人に、祝いを　ですから著者（伝道者）は、「死人に、祝いを
申し上げ」、「存在しなかった者」に「もっと良申し上げ」、「存在しなかった者」に「もっと良
い」と言うのです。い」と言うのです。
　このように著者（伝道者）は、神なしとする者　このように著者（伝道者）は、神なしとする者
の側に立ってその前提で人生論を展開しますが、の側に立ってその前提で人生論を展開しますが、
それはそのような前提がいかにむなしいものであそれはそのような前提がいかにむなしいものであ
るかを、悟らせるためです。そしてまた神なしとるかを、悟らせるためです。そしてまた神なしと
は言い切れない、この世の決してむなしくはないは言い切れない、この世の決してむなしくはない
事象に目を留めるようにするのです。事象に目を留めるようにするのです。
　ふたりがまさっていること。三つ撚りの糸のよ　ふたりがまさっていること。三つ撚りの糸のよ
うに一致協力することのすばらしさ。知恵のあるうに一致協力することのすばらしさ。知恵のある

指導者のすばらしさ。これらは、やはりこの指導者のすばらしさ。これらは、やはりこの
世には何らかの価値や法則があることを暗示世には何らかの価値や法則があることを暗示
しています。しています。
　神様がおられるゆえに、この世にはすばら　神様がおられるゆえに、この世にはすばら
しい価値があること、また価値ある生き方がしい価値があること、また価値ある生き方が
あることを確信しましょう。またこの伝道者あることを確信しましょう。またこの伝道者
のように、未信者の気持ちにも寄り添って、のように、未信者の気持ちにも寄り添って、
聖霊の知恵によって宣教しましょう。聖霊の知恵によって宣教しましょう。
　　
①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　１５日　木曜

　伝道者の書



　5:1 神の宮へ行くときは、自分の足に気を
つけよ。近くに行って聞くことは、愚かな者
たちがいけにえを献げるのにまさる。彼らは
自分たちが悪を行っていることを知らないか
らだ。
5:2 神の前では、軽々しく心焦ってことばを
出すな。神は天におられ、あなたは地にいる
からだ。だから、ことばを少なくせよ。
5:3 仕事が多ければ夢を見、ことばが多けれ
ば愚かな者の声となる。
5:4 神に誓願を立てるときには、それを果た
すのを遅らせてはならない。愚かな者は喜ば
れない。誓ったことは果たせ。
5:5 誓って果たさないよりは、誓わないほう
がよい。
5:6 あなたの口が、あなた自身を罪に陥らせ
ないようにせよ。使者の前で「あれは過失
だ」と言ってはならない。神が、あなたの言
うことを聞いて怒り、あなたの手のわざを滅
ぼしてもよいだろうか。
5:7 夢が多く、ことばの多いところには空し
さがある。ただ、神を恐れよ。
5:8 ある州で、貧しい者が虐げられ、権利と
正義が踏みにじられているのを見ても、その
ことに驚いてはならない。その上役には、そ
れを見張るもう一人の上役がいて、彼らより
ももっと身分が高い者たちもいるからだ。
5:9 国にとっての何にもまさる利益は、農地
が耕されるようにする王がいることである。

　　
　著者（伝道者）は信じない者に対して、３つの視　著者（伝道者）は信じない者に対して、３つの視
点から論じて、神の存在を論証しようとしています点から論じて、神の存在を論証しようとしています。。
その視点とは、神はないという視点、神は存在するその視点とは、神はないという視点、神は存在する

という視点、そして両者の中間のような神を暗示という視点、そして両者の中間のような神を暗示
するものがあるという視点です。端的に言うと、するものがあるという視点です。端的に言うと、
無神論、有神論、そして自然神学的神論です。無神論、有神論、そして自然神学的神論です。
（自然神学的神論とはローマ書（自然神学的神論とはローマ書 1:201:20 にあるようににあるように
被造物から神の存在を認めるというものです。）被造物から神の存在を認めるというものです。）
　ここまで無神論と自然神学的神論を論じてきた　ここまで無神論と自然神学的神論を論じてきた
伝道者は、ここで「神の宮に行くときは」と、突伝道者は、ここで「神の宮に行くときは」と、突
然のようにして有神論を展開します。突然のよう然のようにして有神論を展開します。突然のよう
ですが、私たち人間が神と出会うときは、人間のですが、私たち人間が神と出会うときは、人間の
経験や常識を超えるのですから、多くは突然です経験や常識を超えるのですから、多くは突然です。。
私たちが伝道するときも、流れの中で違和感がな私たちが伝道するときも、流れの中で違和感がな
いようにとばかり考えていたら、いつまでたっていようにとばかり考えていたら、いつまでたって
も福音は語れないものです。伝道は神様の聖霊にも福音は語れないものです。伝道は神様の聖霊に
たよって、突然のようになることも考慮しておきたよって、突然のようになることも考慮しておき
ましょう。ましょう。
　「神に誓願を立てるとき」というように、人場　「神に誓願を立てるとき」というように、人場
もともと持っている創造主への思いを、ここではもともと持っている創造主への思いを、ここでは
呼び起こすことが期待されています。その上で、呼び起こすことが期待されています。その上で、
神が造った世界に生きる倫理を語ります。すなわ神が造った世界に生きる倫理を語ります。すなわ
ち誓いや言い訳についてです。ち誓いや言い訳についてです。
　このように、人は神を信じるときの前後には、　このように、人は神を信じるときの前後には、
人間の視点に立ったり、神の視点に立ったりしな人間の視点に立ったり、神の視点に立ったりしな
がら、最後には神様を受け入れるのです。がら、最後には神様を受け入れるのです。
　私たちは自分自身が神の前に出るときや誓いの　私たちは自分自身が神の前に出るときや誓いの
ときの誠実さを表しましょう。そして神様を知らときの誠実さを表しましょう。そして神様を知ら
ない人々に、創造主の倫理に気づかせつつ、伝道ない人々に、創造主の倫理に気づかせつつ、伝道
しましょう。しましょう。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　１６日　金曜

　伝道者の書



　5:10 金銭を愛する者は金銭に満足しない。
富を愛する者は収益に満足しない。これもま
た空しい。
5:11 財産が増えると、寄食者も増える。持ち
主にとって何の成功だろう。それを目で眺め
ているだけだ。
5:12 働く者は少し食べても多く食べても、心
地よく眠る。富む者は満腹しても、安眠を妨
げられる。
5:13 私は日の下に、痛ましいわざわいがある
のを見た。所有者に守られていた富が、その
所有者自身に害を加えることだ。
5:14 その富は不運な出来事で失われ、息子が
生まれても、その者の手もとには何もない。
5:15 母の胎から出て来たときのように、裸で、
来たときの姿で戻って行く。自分の労苦に
よって得る、自分の自由にすることのできる
ものを、何一つ持って行くことはない。
5:16 これも痛ましいわざわいだ。出て来たと
きと全く同じように去って行く。風のために
労苦して何の益になるだろうか。
5:17 しかも、人は一生、闇の中で食事をする。
多くの苛立ち、病気、そして激しい怒り。
5:18 見よ。私が良いと見たこと、好ましいこ
ととは、こうだ。神がその人に与えたいのち
の日数の間、日の下で骨折るすべての労苦に
あって、良き物を楽しみ、食べたり飲んだり
することだ。これが人の受ける分なのだ。
5:19 実に神は、すべての人間に富と財を与え
てこれを楽しむことを許し、各自が受ける分
を受けて自分の労苦を喜ぶようにされた。こ
れこそが神の賜物である。
5:20 こういう人は、自分の生涯のことをあれ

これ思い返さない。神が彼の心を喜びで満
たされるからだ。
　　
　多くの人々はお金を人生の目的や楽しみにしま　多くの人々はお金を人生の目的や楽しみにしま
すが、それもむなしいことです。なぜなら金銭はすが、それもむなしいことです。なぜなら金銭は、、
増えれば増えるほど、もっと欲しくなるからです増えれば増えるほど、もっと欲しくなるからです。。
または富むものは、それを減らさないように、ままたは富むものは、それを減らさないように、ま
た守るようにと腐心して、「安眠を妨げられる」た守るようにと腐心して、「安眠を妨げられる」
からです。ですから富を加えることは「痛ましいからです。ですから富を加えることは「痛ましい
こと」であると、伝道者は言っています。こと」であると、伝道者は言っています。
　またこの世で富を増し加えても、結局は「裸で　またこの世で富を増し加えても、結局は「裸で
もとの所」すなわち天に帰るのであるから、「風もとの所」すなわち天に帰るのであるから、「風
のために労苦」するようなものであり、益がないのために労苦」するようなものであり、益がない
のです。のです。
　これが神がいない場合の人生です。私たちもま　これが神がいない場合の人生です。私たちもま
た、神様を計算に入れなければ、または神様のみた、神様を計算に入れなければ、または神様のみ
こころを目的に入れなければ、「風のために労苦こころを目的に入れなければ、「風のために労苦
する」ことになってしまいます。そうならないよする」ことになってしまいます。そうならないよ
うに、主がおられると知っている者の生き方をしうに、主がおられると知っている者の生き方をし
ましょう。ましょう。
　　

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？

　１７日　土曜

　伝道者の書



　

　6:1 私が日の下で見た悪しきことがある。
それは人の上に重くのしかかる。
6:2 神が富と財と誉れを与え、望むもので何
一つ欠けることがない人がいる。しかし神は、
この人がそれを楽しむことを許さず、見ず知
らずの人がそれを楽しむようにされる。これ
は空しいこと、それは悪しき病だ。
6:3 もし人が百人の子どもを持ち、多くの年
月を生き、彼の年が多くなっても、彼が良き
物に満足することなく、墓にも葬られなかっ
たなら、私は言う。彼よりも死産の子のほう
がましだと。
6:4 その子は空しさの中に生まれて来て、闇
の中に去って行き、その名は闇におおわれ、
6:5 日の光も見ず、何も知らない。しかし、
この子のほうが彼よりは安らかだ。
6:6 彼が千年の倍も生きても、幸せな目にあ
わなければ。両者とも同じ所に行くではない
か。
6:7 人の労苦はみな、自分の口のためである。
しかし、その食欲は決して満たされない。
6:8 知恵のある者は、愚かな者より何がま
さっているだろう。人の前でどう生きるかを
知っている貧しい人も、何がまさっているだ
ろうか。
6:9 目が見ることは、欲望のひとり歩きにま
さる。これもまた空しく、風を追うようなも
のだ。
6:10 存在するようになったものは、すでにそ
の名がつけられ、それが人間であることも知
られている。その人は、自分より力のある者
と言い争うことはできない。
6:11 多く語れば、それだけ空しさを増す。そ

れは、人にとって何の益になるだろうか。
6:12 だれが知るだろうか。影のように過ご
す、空しい人生において、何が人のために
良いことなのかを。だれが人に告げること
ができるだろうか。その人の後に、日の下
で何が起こるかを。
　　
　神がいないなら、また神を人生の基礎に据えな　神がいないなら、また神を人生の基礎に据えな
いなら、すべてはむなしいということを伝道者はいなら、すべてはむなしいということを伝道者は
語り続けます。「富と財宝もそうですし、「百人語り続けます。「富と財宝もそうですし、「百人
の子ども」、「多くの年月を生きる」ことも同じの子ども」、「多くの年月を生きる」ことも同じ
です。です。
　また人はどんに希望がかなっても、「その　また人はどんに希望がかなっても、「その
（食）欲は満たされない」のですから、いつまで（食）欲は満たされない」のですから、いつまで
も満ち足りた幸福を味わうことはないというのでも満ち足りた幸福を味わうことはないというので
す。す。
　もちろん、人間はそこまで神なしの人生観を追　もちろん、人間はそこまで神なしの人生観を追
求することはできません。むなしさの中で絶望す求することはできません。むなしさの中で絶望す
るしかないので、それ以上は考えないようにするるしかないので、それ以上は考えないようにする
でしょう。または何か生きがいを見つけるでしょでしょう。または何か生きがいを見つけるでしょ
う。しかし、それらは根拠がないので、苦しみやう。しかし、それらは根拠がないので、苦しみや
事故など想定外の出来事で、そして死を前にして事故など想定外の出来事で、そして死を前にして
崩れてしまいます。崩れてしまいます。
　そこで伝道者は人々が薄々気づいている神とい　そこで伝道者は人々が薄々気づいている神とい
う存在を指し示します。「だれが人に告げることう存在を指し示します。「だれが人に告げること
ができようか。」と、神の存在に思いが向くようができようか。」と、神の存在に思いが向くよう
に導いているのです。クリスチャンである私たちに導いているのです。クリスチャンである私たち
も、人生の希望は願い、また計画を追求する前にも、人生の希望は願い、また計画を追求する前に
神様のみこころと目的をしっかりとさせることが神様のみこころと目的をしっかりとさせることが
必要です。そうでないと、その努力が「やみの中必要です。そうでないと、その努力が「やみの中
に消される」ことになってしまいます。に消される」ことになってしまいます。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　１８日　日曜

　伝道者の書


